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矢嶋 聡（26歳：2004年8月現在）

早稲田大学政治経済学部卒。大学卒業後、ウェブマガジンを出版するベ
ンチャー企業にて勤務。プロモーション担当として、サービスの立ち上げ、
大手プロバイダー等との提携交渉などに携わる。１年後、業績の悪化に
伴い、オンライン上のポイント交換サービスを提供するジー・プラン株式会
社に転職。約3年間マーケティング担当・ウェブマスターとしてサービスの
立ち上げ・マーケティングプランの企画・実行などに従事したのち、2004
年1月よりGlobal Certificate Program に参加。Spring semester にて
Marketing Courseを受講後、ALIでのSummer を経て 2004年9月より
PR Course を受講。2005年1月帰国。

■最新NYU事情 矢嶋さんの視点で描かれたNYレポートです。

第１回 ニューヨーク留学生活を振り返って
第2回 American Language Institute(ALI）について
第3回 SCPSについて【第１回】
第4回 SCPSについて【第2回】
第5回 友達の作り方について
第6回 この留学を振り返って【最終回】ＮＥW!!

■参加プログラム情報

大学名： ニューヨーク大学
プログラム： グローバル・サーティフィケート マーケティング・ＰＲコース
期間： 2004年1月～2004年12月
場所： ニューヨーク、マンハッタン
宿泊先： アパートメント
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□楽しいクラスメートとの交流

今学期は大変幸運なことに、クラス全体で非常に仲が良く、
授業終了後に一緒に食事に行ったり、カラオケパーティーを開いたり
クラブに踊りに行ったりと学校の授業よりもむしろ一生懸命（笑）に
取り組んでいます。
例えば先日10月31日のハロウィーンには、みんなでマンハッタンで開

催されたハロウィーンパレードに仮装して見物しに行ってきました。毎
年恒例のこのイベント、想像以上の大混雑で、肝心のパレードは存分
に鑑賞できなかったのですがその後クラスメートの友人が主催したパ
ーティーで大いに飲み・踊り、大騒ぎしてきました。
また、最近では毎週末にNYUのジムで、みんなでバスケットボールや

スカッシュをやって気持ちいい汗を流しています。
みな平日は大学院の授業で寝る間も無く忙しい毎日を過ごしている
ので週末はそれこそ狂ったように遊びますね（笑）
ただ、個人的に思うに、こういう何気ないクラスメートとの交流・遊びこ
そ英語力の向上に一番効果的なのではないかと思います。何より、
英語を話すことの楽しみを実感できます。
クラスの中だと、どうしてもかしこまってしまって、文法としての正しさ、
発音の美しさ、流暢さなどについつい注意が行ってしまい、次第に話
すことが億劫になりがちです。しかし、友達との交流の中で、詰まると
ころ、英語はコミュニケーションの手段でしかなく、むしろ「お互いを理
解し合うこと」が大事なんだ、と気付くきっかけになります。
学校で理論を学んだら、あとは飲み屋で・ストリートで実践あるのみ！
です。
それでは、今回はこの辺で。

居酒屋にてクラス
飲み会
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第1回 “ニューヨーク留学生活、9ヶ月を振り返って ”

9ヶ月が経って

この9月で、ニューヨークに住んで9ヶ月が経ちました。
ご存知かもしれませんが、Global Certificate 
Program は通常1セメスター（約4ヶ月間）で終了と

なります。ただ、私の場合は自分の語学力強化・キ
ャリアの見直し、及びニューヨーク生活を“体感”する
には4ヶ月では足りないと考え、下記のようなスケジ
ュールで1年間での留学をすることにしました。
・2004年1月下旬～5月上旬：Global Certificate 
Program(Marketing)受講
・2004年5月下旬～8月上旬：ALIにてIntensive 
English course 受講
・2004年9月上旬～12月上旬：Global Certificate 
Program(Public Relations)受講
こうして現在、私の留学の総仕上げとするべくFall 
Semesterを迎えているわけですが、これまで様々な

ことがありました。

ニューヨーク大学の学生寮
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ぶつかる壁、壁、壁・・・

まず言葉の壁。日本に居たときからコツコツと会社帰り
に英語の勉強をしていたし、週末には日米会話学院で
勉強していたので、ニューヨークに着いたら1～2ヶ月ぐ

らいで英語には不自由しなくなるだろうと楽観的に考
えていたんですが、実際は全然話せない・聞けない。
（かろうじて“読み書き”は問題なかったですが）

学校の授業以外にも日本語の文法書や単語帳、英会
話テキストなどを読み漁り、週末はインターネットで見
つけたLanguage Partnerとhang outなどしたりもしま

したが、一朝一夕に語学力が向上するわけもなく、し
ばらくの間は人と話すのが恐くて、いつも怯えていまし
た。
そして文化の壁。まずつまづいたのが、学校の授業ス
タイル。どの授業においても、ただ座って聞いているだ
けではなく、積極的にディスカッションに参加し、クラス
に貢献することが求められます。私は当初この形式に
慣れず、スピーキングが今よりもだいぶ酷かったことも
あり、授業中先生に当てられるのが恐くて緊張しっぱ
なしでした。
それから学校の拙い事務処理。日本と同じように、相
手から何でもやってくれると思ったら大間違い。自分か
ら行動して言うべきことはちゃんと言わないと何もして
くれません。多くの宿題に追われストレスが溜まってい
る折に、大学から意味不明な書類が届いたりしてパニ
ックに陥ったりしたこともありました。

あとは、これは個人的な相性によるものだったのでしょ
うが、ルームメイト。当初、私はニューヨーク大学の学
生寮で、スタジオタイプの部屋を中国人の留学生と二
人でシェアしていたのですが、キッチン・バスは全然掃
除せず、汚しっぱなし。早朝から国際電話で中国の実
家にTel（しかも大声で）等、今では笑い話ですが、一
時期はかなりストレスがたまる生活を強いられていま
した。
上記のような障害に加えて、当初私は友達も殆どいま
せんでしたし、その一方で山積みの宿題を抱え、休み
の日と言えば、図書館で勉強か、家でDVDを観賞、と
いうひどく暗い学生生活でした。

セントラルパークで野球をした
時の写真
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今では友達もたくさんでき、セントラルパークで現地のネイ
ティブスピーカーに交じって野球をしたり、クラスメートと授業
後に飲みに行ったりビリヤードをしたり、パーティーに行ったり
とそれこそ学業に・遊びに（遊び中心？）と連日忙しい毎日を
過ごしています。
先日、私がニューヨークに来た当初からLanguage Partnerと
して付き合ってくれているSteveと2ヶ月ぶりくらいに会ったん

ですが、そんな私の近況を彼に話したら、「ようやくニューヨー
カーになれたね」と言ってくれたのが今でも感慨深いです。彼
は私がニューヨークに来た当初、英語も話せなくて友達もい
なくて、いつも憂鬱そうにしていたときのことをよく知っている
ので、まるで我が事のように喜んでくれました。結局、言葉の
壁も、文化の壁も、どれもこれも「慣れ」の部分が大きいので
はないかと思います。最初はそれなりにストレスがたまります
が、慣れてくると逆に快適になります。特に言葉の問題など
は、詰まるところ「慣れ」と「度胸」の世界であって、あくまで英
語は手段とわりきって、発音や文法など細かいことにとらわ
れず堂々と自信をもって振舞えば、コミュニケーションは充分
成り立ちます。あとは実践あるのみ、じゃないでしょうか。（も
ちろん平行して語彙を増やしたり会話に役立つフレーズを覚
えたりすることも必要だと思いますが）

・・・なんて偉そうなことを述べてしまいましたが、すべては留
学したからこそ知ることができたわけで、留学という選択をし
なかったならば一生知りえなかった世界だと思います。留学
しようか迷っている方は、思い切って挑戦してみてはいかが
でしょうか。確実に自分の世界が広がりますし、自信がつくと
思います。
実際、ニューヨークに来るまで、私は外交的で、楽天的で、勢
いで何でも乗り越えられるタイプだと思っていたのですが、実
際このような苦労を経験して、意外な自分の一面を垣間見る
ことができ、とてもよい人生勉強をさせてもらったと思っていま
す。
最初に書いたような話を見て、腰が引けてしまう人もいるかも
しれませんが、こんな私ですら乗り越えられたのですから、何
とかなるはずです。
私も残る留学期間があと4ヶ月弱となりましたが、思いっきりこ

のニューヨーク生活を楽しみたいと思います。

夏休みにはナイアガラの
滝を観に行ってきました。

現在はBrooklynの
Parkslopeという閑静な

住宅街に住んでいます。


